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第1問

次のI, IIの各問に答えよ。 構造式は例にならって示せ。 構造式を示す際には不

斉炭素原子に＊を付けること。 ただし， 立体異性体を区別して考える必要はない。
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1 次の文章を読み， 問ア～力に答えよ。

分子式C5H 120で表される化合物A~Fは， いずれも不斉炭素原子を 一 つだけ

もっている。 それぞれの構造を決定するために以下の実験を行った。

実験1 :金属ナトリウムを加えると，AとDからは水素が発生しなかったが，

B, C, E, Fからは発生した。

実験2 :白金触媒を用いた水素の付加を試みると，AとBへの水素付加は起き

なかったが．C, D, E, Fからは分子式CuH140の生成物が得られた。

水素付加反応によって，CとDからは不斉炭素原子をもたない化合物
① 

が得られ EとFからは同 一の化合物が得られた。'
② 

実験3 :ニクロム酸カリウムを用いて酸化を試みると，A, C, Dは酸化されな

かったが，Bからはケトン，EとFからはカルボン酸が得られた。

実験4 :ヨ ー ドホルム反応を示したのはBのみであった。

実験5 :カルボニル基の有無を確認することができる赤外吸収スペクトルを測定

した結果，A~Fにカルボニ）レ基の存在は認められなかった。

実験6 :下線部②の結果を受け， 図l-1に示すオゾン分解実験を行った。Eを

オゾン分解すると， 化合物Gとアセトアルデヒドが得られた。

実験7 : Gに存在するカルボニル基を還元すると， 不斉炭素原子をもたない化合

物が得られた。



実験8 : Fをオゾン分解すると化合物Hが得られた。Hの分子式はC,H 10 02で

あったが，図1-1の例から予測されるカルボニル化合物ではなかっ

た。Hは二つの不斉炭素原子をもっており，銀鏡反応を示した。
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(Rl--4：水素もしくはアルキル基など）

図1-1 オゾン分解の例
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注1)炭素間二重結合を形成する炭素原子に酸素原子が直接結合した構造は考慮

しない。

注2)反応中に二重結合の移動は起こらないものとする。

〔問）

ア 化合物Aとして考えられる構造異性体のうち，石員環をもつものすべて

の構造式を示せ。

イ 化合物Bとして考えられる構造異性体のうち，四員環をもつものは一つ

である。その構造式を示せ。

ウ 化合物Cと して考えられる構造異性体は 一つである。その構造式を示

せ。

工 下線部①を考慮すると，化合物Dとして考えられる構造異性体は一つで

ある。その構造式を示せ。

オ 実験6と8において生成した化合物GとHの構造式をそれぞれ示せ。

カ 以下の空欄［二こコ～ l� にあてはまる遮切な語句を答えよ。

化合物Cの沸点は化合物Dの沸点より高い。その主な理由は，Dには

存在しない［口こ］基が分子間の［口こ］結合を形成するからであ

る。一方，Cの沸点は 化 合物Eの 沸点より低いが，CとEは と もに

亡二］基をもっているので，この沸点差を説明するためには，分子間

の［三コ結合の強さを比較する必要がある。そこで ［ロニ］基周

辺の空間的 な状況に着目する。すなわち，CはEと比較して［二こ］

基周辺が空間的にこみ合っているため ，分子間の［口ここl結合の形成が

より亡二］いると理解できる。これが，Cの沸点がEの沸点より低

い主な理由の一つである。


